
掛け方は.狩猟者がイノシシの生態,地形,気候

などの自然環境を巧みに利用したものであると考

えられる｡

また接吻の投れ方,接 り方は.当然イノシシの

社会を反映しているものと予恕されるので.同時

に.六甲山においてイノシシの社会に関する調査

を行なっている｡

霊長類における質物による姉妹染色分体交換の

感受性

及川 浮 (東北大 ･抗酸菌病研)

遠 田 博 子 ( ly )

洞 口克 彦 ( 〃 )

姉妹艶色分体交換 (SCE)誘発能で見たとき.

水物に対する咽乳動物の感受性が薬物の種類と動

物の柾によって大きく興ることは.すでに昨年皮

の和仏にあるとおりである｡

アフリカミドリザル由来の線維芽細胞CV-1

のSCE誘発に対する感受性は紫外線に対して p

〔Ĵ7JL'〕 108-0.2.'メチルメタンスルホン酸

(MMS).4-ニ トロキノリン1-オキシド (

4rlQO)及びベンズアミド (Ban)に対して

pMss他がそれぞれ5.2.9.4及び4.9であった｡

p〔J/〟/〕 108は細胞当り10の誘発SCE を生ず

る親外線 (254nm)正の逆数の対数であり.pM

ssは5携発SCEを生ずる薬物のモル汲皮の逆数の

対故である｡

これらの伯を位常人由来 リンパ芽球様細胞NIJ

-3の肌と比べると紫外線に対して約20倍.4N

QO及びBamに対して約60倍感受性が高いこと

になる｡MMSに関しては感受性は殆ど差がなく

また先に報告したヒト.ニホンザル及びラットの

末梢リンパ球における値 (pMssがそれぞれ5.2,

5.2.5.3)とも一致することは興味がある｡紫

外線に対するCV-1細胞の高感受性はヒトの色

素性乾皮症患者由来の細胞に匹敵するものである｡

これらの感受性の迎い及びその原因をより正確

に明らかにするためにはサル類の永久培養系リン

パ芽球様細胞の樹立が望ましい｡ニホンザル.カ

ニクイザルのリンパ球をEBウイルスで トランス

ホームする試みはすべて失敗であったが.チンパ

ンジーでは2回の試み (但し同一個体)でいずれ

も成功した.従来 ヒト及びギボン(Hylobateslaカ

池びに新世界ザルについてのみ成功が報告されて

いたが.チンパンジーでもトランスホームが可能

であることが明らかになった｡

霊長類における胎仔臓器の機能分化に対するプ

ロラクチンの作用に関する研究

水 口 弘 司 (横浜市大 ･医)

植村 次 雄 ( ,! )

長 田久文 (. 〃 )

妊娠末期のアカゲザル3頭を用いて.ケタラー

ル.Halothane麻酔下に子宮壁に小切閲を加え.

胎盤間静脈にカニュレーションを行い.羊水中に

コンゴーレッド.BSA.重水.プロラクチンを

注入し.経時的に.羊水.胎仔血.母体血を採取

し.胎仔.羊水申プロラクチン濃度.羊水正測定,

胎仔一羊水間の水移行などについて検討した｡

1)妊娠損においても羊水申プロラクチンn皮は

妊娠中期で高値を示すが,胎仔血プロラクチン氾

皮は比較的末期になってはじめて増孟する｡2)

泣胎盤の各種組枝のinvitroincubation突放で

は羊水中の多鼠のプロラクチンは主として脱落

膜から分泌され移行したものであることが示唆さ

れた｡3)羊水申プロラクチン,胎仔プロラクチ

ン.母体プロラクチンはBromocriptinを投与す

ることにより,3つのComponentが別個に生成

することがヒトと同様証明された｡4)羊水中に10JI

Ciのトリチウムを注入し,経時的に30分転4時ILu

羊水を採取しcount数の変化をみると.羊水中の

count数は減少傾向を示し母体血は漸増した｡

5)コンゴーレッド羊水内注入法による羊水虫測

定を行い.羊水虫と羊水申プロラbチン澱皮の朗

係をみると.羊水塁が少ないほどプロラクチン氾

皮は高く.羊水星が多いほどプロラクチン没皮が

低い傾向がみられた｡6)更に羊水巾にプロラク

チンを注入すると羊水量は経時的に減少し.プロ

ラクチンが羊水中の水の移行に関与していること

が示唆された｡以上の成続を昭和58年4月の節

35回日本産婦人科学会絵会にて大島教授連名の

もとに発表した｡

昭和57年度の実験において,サルにおける短

期ストレス負荷での胎仔心拍の変動と羊水.血中

ホルモンとの関係をみるペく研究を行なったが.

実験技術の未熟性などにより長期カニュレーショ

ンができなかった｡
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